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市
は
、
３
月
に
満
百
歳
を
迎
え

た
２
人
に
記
念
品
を
贈
り
、
長
寿

を
祝
い
ま
し
た
。

小
山
久
子
さ
ん
＝
水
沢
区
姉
体

町
字
北
余
目
＝
は
一
関
市
大
東
町

に
生
ま
れ
、

歳
で
故
・
功
さ
ん

い
さ
お

17

と
結
婚
。
３
男
４
女
を
も
う
け
、

現
在
は
孫

人
、
ひ
孫
９
人
、
玄

16

孫
３
人
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
功

さ
ん
と
２
人
で
田
を
開
墾
す
る
な

ど
農
業
に
精
を
出
し
、
今
も
暖
か

い
時
期
に
は
自
宅
前
の
家
庭
菜
園

で
畑
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

「
１
０
０
歳
な
ど
考
え
て
も
み

な
か
っ
た
。
い
い
も
ん
だ
ね
」
と

笑
顔
を
見
せ
る
久
子
さ
ん
。
同
居

す
る
３
男
の
幸
右
エ
門
さ
ん
（

）

こ

う

え

も
ん

65

は
「
一
時
体
調
を
崩
し
た
時
期
も

あ
り
、
１
０
０
歳
を
迎
え
ら
れ
て

う
れ
し
い
。
何
歳
ま
で
で
も
長
生

き
し
て
ほ
し
い
」
と
長
寿
を
祝
い

ま
し
た
。

菊
地
巳み

春
さ
ん
＝
江
刺
区
愛
宕

は
る

字
金
谷
＝
は
同
区
愛
宕
に
生
ま
れ
、

歳
で
故
・
キ
ス
さ
ん
と
結
婚
。

32２
男
を
も
う
け
、
現
在
は
孫
４
人
、

ひ
孫
４
人
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

歳
か
ら
８
年
間
、
徴
兵
に
よ
り

20出
兵
し
、
終
戦
後
は
タ
バ
コ
な
ど

畑
作
を
中
心
に
農
業
を
営
み
ま
し

た
。「

地
元
の
皆
さ
ん
に
お
世
話
に

な
り
こ
こ
ま
で
来
ま
し
た
」
と
感

謝
す
る
巳
春
さ
ん
。
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
し
た
こ
と
が
な
い
ほ
ど

元
気
で
草
む
し
り
が
日
課
で
す
。

長
男
の
榮
紀
さ
ん
（

）
は
「
種

69

苗
店
に
一
緒
に
行
こ
う
と
誘
わ
れ

た
り
し
ま
す
」
と
日
々
の
様
子
を

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

高橋喜代志水沢総合支所長から記念品を
受け取る久子さん

記念品を受け取り、満面の笑みを見せる巳
春さん

市営の温泉施設やスキー場などの観光施設は、地域経済の活性化

や地域雇用の確保のため大切な施設です。市は、これらの施設を今

後も持続的に存続させるため、民間の力を活用し運営したいと考え

ています。観光施設などの民間移譲を進めるため、地域の皆さまを

対象とした説明会を開催します。

■問い合わせ＝本庁商業観光課（内線271）

■民間移譲の対象となる施設

(1)前沢温泉「舞鶴の湯」

（隣接する山林を含む）

(2)黒滝温泉

（バイオマス施設を含む）

(3)国見平温泉

（いきいき健康ランドを含む）

(4)越路スキー場

(5)ひめかゆスキー場

（交流促進センターやけいし館を含む）

(6)国見平スキー場

(7)温泉保養施設ひめかゆ

（ひめかゆハーブの家などを含む）

会場日程

江刺生涯学習センター研修室204・205４月20日障

水沢地区センター第１・第２会議室４月21日鞘

前沢総合支所４０１会議室４月24日鉦

胆沢総合支所大会議室４月25日鍾

衣川保健福祉センター多目的ホール４月26日鐘

市の観光施設の民間移譲を進めるため
地域説明会を開催します

(8)国民宿舎サンホテル衣川荘

（サイクリングターミナル、懐徳館、衣川民芸

屋敷、衣川歴史ふれあい館などを含む）

■開催日程

※各会場とも午後６時半開会

ຌ
ᨦ
ᚏ
ס
ᨯ
✰

ແ
އ
⛝
⛠
⛗
ᅃ
ٵ
ਸ਼

２
０
１
４
年
６
月
に
文
部
科
学

省
に
設
置
さ
れ
た
Ｉ
Ｌ
Ｃ
に
関
す

る
有
識
者
会
議
は
、
既
に
建
設
コ

ス
ト
・
国
際
的
経
費
分
担
・
人
材

確
保
な
ど
に
関
す
る
検
討
を
終
え

て
い
ま
す
。
現
在
は
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
を

運
営
す
る
場
合
に
必
要
と
な
る
国

際
研
究
機
関
の
体
制
や
管
理
運
営

の
在
り
方
な
ど
の
検
討
を
初
め
、

７
月
に
は
取
り
ま
と
め
が
行
わ
れ

る
見
込
み
で
す
。

ま
た
、
東
北
地
域
に
お
い
て
は
、

建
設
準
備
活
動
を
強
化
す
る
た
め

東
北
Ｉ
Ｌ
Ｃ
推
進
協
議
会
内
に
東

北
Ｉ
Ｌ
Ｃ
準
備
室
を
設
置
し
、
地

域
広
域
基
本
計
画
の
策
定
作
業
や

国
家
戦
略
特
区
構
想
の
実
現
に
向

け
た
設
計
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
て
、

こ
れ
ら
は
、
国
と
し
て
誘
致
を
判

断
す
る
た
め
の
重
要
な
情
報
に
な

る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
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Ｉ
Ｌ
Ｃ
国
際
設
計
チ
ー
ム
は
現

在
、
北
上
山
地
に
限
っ
て
詳
細
設

計
を
進
め
、
５
月
に
は
第
１
段
の

取
り
ま
と
め
が
行
わ
れ
、
８
月
に

は
最
新
設
計
書
が
国
際
会
合
で
決

定
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。
１
兆
円

を
超
え
る
と
言
わ
れ
て
い
た
建
設

コ
ス
ト
は

％
～

％
の
削
減
が

30

40

可
能
と
試
算
さ
れ
、
こ
の
コ
ス
ト

削
減
に
よ
り
Ｉ
Ｌ
Ｃ
の
実
現
可
能

性
は
格
段
に
上
が
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
最
新
設
計
書
が
決
定
さ
れ

れ
ば
、
い
よ
い
よ
諸
外
国
と
の
予

算
分
担
の
議
論
が
開
始
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
Ｉ

Ｌ
Ｃ
の
国
内
実
現
に
関
す
る
政
府

判
断
は
２
０
１
７
年
～

年
頃
ま

18

で
に
行
わ
れ
る
と
見
ら
れ
て
い
ま

す
。
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１
９
９
０
年
代
に
国
内
の
素
粒

子
研
究
者
ら
が
、
大
型
加
速
器
建

設
計
画
に
関
連
し
、
北
上
山
地
の

花
こ
う
岩
に
着
目
し
て
以
降
、

故
・
椎
名
素
夫
代
議
士
が
積
極
的

に
情
報
収
集
や
講
演
会
な
ど
の
学

習
の
機
会
を
提
供
し
、
本
市
や
岩

手
県
も
こ
の
当
時
か
ら
実
現
に
向

今
回
は
、
東
京
大
学
素
粒
子
物
理
国
際
研
究
セ
ン
タ
ー
特
任
教

授
の
山
下
了
氏
を
講
師
に
、
市
文
化
会
館
（
Ｚ
ホ
ー
ル
）
で
３
月

さ
と
る

日
に
開
催
さ
れ
た
Ｉ
Ｌ
Ｃ
講
演
会
の
内
容
を
踏
ま
え
、「
Ｉ
Ｌ
Ｃ

11実
現
に
向
け
た
最
終
コ
ー
ナ
ー
の
状
況
」
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

第

回
41

け
た
活
動
を
水
面
下
で
行
っ
て
き

ま
し
た
。
ま
さ
に
、
本
市
は
Ｉ
Ｌ

Ｃ
発
祥
の
地
で
も
あ
り
、
こ
れ
ら

の
活
動
の
成
果
が
こ
の
１
～
２
年

で
花
開
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。

本
市
で
は
、
本
年
度
を
Ｉ
Ｌ
Ｃ

実
現
に
向
け
た
正
念
場
の
年
と
位

置
づ
け
、
東
北
Ｉ
Ｌ
Ｃ
準
備
室
の

活
動
支
援
や
市
民
な
ど
へ
の
普
及

啓
発
活
動
を
強
力
に
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

「ＩＬＣの誘致は世界とつながる地方創生」と語る山下「ＩＬＣの誘致は世界とつながる地方創生」と語る山下氏氏

ႧִࣉᎫᑊۂ ၨ႓ᵹ年会ᨯ೓
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中小企業診断士でベストセラー作家の叙経世論研究所所長

の三橋貴明氏を迎え、講演会を開催します。

■日時 ５月８日鉦19：00開会（18：00開場）

■会場 市文化会館（Ｚホール）

■演題 ＩＬＣと国民経済 ～奥州が世界の知の中心となる～

■定員 500人（入場無料。

入場整理券が必要）

■問い合わせ

公益社団法人

水沢青年会議所（察厩2641）

15 広報おうしゅう15 広報おうしゅう




